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差引一般財源 0 12,493 0 12,493

　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 4年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
9. 教育費 4. 学校図書館活性化事業

1. 教育総務費

3. 教育研究指導費 教育センター

（佐倉市）　　

第４章
豊かな心を育み　笑顔あふれるまち（教育） 37,863

令和 3年度 0

臨時 単独 計画 0 0 11,433 基本施策２
教育環境 令和 4年度 12,621

令和 5年度 12,621

施策１
良好な学習環境を整備します 令和 6年度 12,621

令和 7年度 0

0

12,493 12,493

・各学校に学校図書館司書を適正に配置します ・学校図書館司書の活動を活性化し、子どもたちが読書 ・学校図書館司書を配置することで、専門的な知識に基

の楽しさを知り、学校図書館の活用率と読書量を向上させるために当事 づいた児童生徒への支援が行われ、図書の貸出冊数が増加します。

業を実施します。 ・図書館の蔵書の整理、整備をはじめとする図書館環境を整えることで

読書環境も充実し、授業等の利用頻度が高まります。

・学校図書館司書は１人当たり３校を担当し、週 事務用消耗品について、精査し削減しました。 ・学校図書館を活性化し、効果的な支援を充実さ

１～２回の配置となるため、業務量が多く、学校の要望に応えきれない せるために、学校図書館司書の勤務日数を確保することが必要です。

現状があります。

・学校図書館担当教員との打ち合わせの時間が確保しにくい現状があり

ます。

01 9,900 9,603 297

03 2,060 2,123 △63

08 354 350 4

10 179 212


